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1 はじめに

Webには膨大な情報が存在する．その多くは HTML

で記述されているが，人によりタグの意味づけ方が違

うため，コンピュータが情報の意味を取り扱うのは困

難である．本研究では，HTML で記述されたWebペー

ジの持つ構造に着目し，コンピュータが情報を取り扱

いやすい形式である RSSに変換する方法を提案する．

以下では，2節では本手法の基礎となる木の編集マッ

ピングについて説明する．3節で提案手法を与え，4節

でその実験結果と考察について述べる．最後に 5節で

まとめをおこなう．

2 木の編集マッピング

順序木 Ti のノード集合を V(Ti) とするとき，T1 と

T2間の編集マッピングとは，V(T1)×V(T2)の部分集合

M(T1,T2)で，その任意の要素 (v1,w1)，(v2,w2)が

1. v1 = v2 ⇐⇒ w1 = w2

2. v1は v2の祖先 ⇐⇒ w1は w2の祖先

3. v1は v2の左側 ⇐⇒ w1は w2の左側

を満たし，この条件に関して極大なものをいう [2][3]．

3 RSS生成手法
HTML 文書はタグの入れ子構造に基づいた木（以後

DOM木と呼ぶ）で表現できる．DOM木では，テキス

トを (text)という葉ノードで表す．図 1は DOM 木の

例である．ただし，図 1では属性情報を省略している．

実線で囲まれている部分木が抽出したい記事に対応す

ると考え，以下この例を使って本手法を説明する．

3.1 共通するパス

DOM木 TD の根から葉に至るパスに対応するラベル

列の部分列 seqに対して，TD のノード vで，TD の根

から vに至るパスのラベル列の接尾辞が seqである，

という条件を満たすものの集合を N(seq)とする．例え

ば，図 1では，seqを<div><p>とすると，N(seq) は部

分木（a, b, c, d）の根からなる．接尾辞は PAT木を用

いると得られることが知られている．[1]
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図 1 DOM木

3.2 クラスタリング

共通するパス seqから定まるノード集合 N(seq)の各

ノード nに対し，nを根とする TD の部分木を T(n)と

し，これらの部分木の集合を T (seq) とする．T (seq)

の各部分木から類似する構造を抽出するために，群平

均法と呼ばれる階層的クラスタリング手法を T (seq)に

適用する．

群平均法では，最初は各要素（ここでは部分木）を一

つのクラスタと考え，次にクラスタ間の距離が最小と

なるクラスタ同士を結合し新しいクラスタを作るとい

う操作を繰り返す．クラスタ間の距離 dcは，クラスタ

の各要素（部分木）間の距離の平均をとる．

本研究では，部分木間の距離関数として，編集マッ

ピングを利用した以下の関数 dを考案した．

d(T1,T2) =
∑

v∈T1

(avp(v)2) +
∑

v∈T2

(avp(v)2)

ここで，T のノード vに対して p(v)，avはそれぞれ重み

である．編集マッピング M(T1,T2)に参加する，vの先

祖 v′ がラベルに関するある条件を満たすとき，p(v)は

vと v′ の間のパスの長さを表す．av は M(T1,T2) に参

加する vの先祖と子孫の属性に関する条件から決まる．

図 2に考案した距離の計算例を示し，図 3は図 1に

おいて seq=<div><p>のとき，T (seq)に対して群平均

法を適用した結果を示す．a，b，c，d，bc，abc，abcd

というクラスタが得られている．

3.3 各クラスタ毎の記事集合の抽出

HTML 文書をブラウザで表示するときに出現する行

間は意味的な距離を表すことが多いので，表示で生じ

る改行の数を基にして文章を群にまとめ，それを本研

究では文章群と呼ぶ．

3.2節で求めた T (seq)の各クラスタから記事を抽出
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図 2 距離の例

図 3 クラスタリングの結果

する．今，クラスタCが T(n1), . . . ,T(nr )という部分木

を持つとし，各 T(ni)毎に記事のタイトルにあたる文章

群G1(ni)と，本文にあたる文章群G2(ni)を求める．

G1(ni)とG2(ni)の選択では，G1(ni)とG2(ni)を含む，

T(ni)の最小な部分木 T1,i と T2,i を考える．そして，各

j（1 ≤ j ≤ r）に対して T(ni)と T(n j)の間の編集マッ

ピング Mi, j を考えたときに，T1,i と T1, j，T2,i と T2, j の

間の対応に整合性があるもののみを考える．

記事候補 {(G1(ni),G2(ni)) | 1 ≤ i ≤ r}の妥当性を判断
するために，タイトル，本文が通常持つ条件として，タ

イトルは単一の文からなる，本文はタイトルより長い，

などを考える．これらの条件を記事候補が満たすかど

うかを検査し，最も多く条件を満足する記事候補をク

ラスタ Cの記事集合とする．

3.4 取りこぼした記事の回収

3.3節の手法では，図 1の部分木 aは文章群を 1個し

か持たないので，aを含むクラスタ abc，abcdは記事

候補を持たない．しかし，部分木 dは，b，cのタイト

ル，本文と共通する構造を持つので，dの内部にも記事

が存在すると考えられる．そこで，クラスタ Cに属さ

ない T (seq) の要素から C の記事集合と同じ構造をも

つ場所を編集マッピングを用いて探し，記事の回収を

おこない，Cの記事集合に追加する．

3.5 HTML文書の記事集合の決定

クラスタ C の記事集合において，タイトルの単

語の 8 割以上を本文に含むか，タイトルに日付表

現を含む記事数を s(C)，記事に含まれる文章の総バ

イト数を ts(C) とする．記事集合が満たす 3.3節の

条件の数を c(C) とする．このとき，評価関数 F を

　　　　　　　 F(C) = s(C) · ts(C) · c(C)

として F(C) を最大にするクラスタ Cの記事集合を共

通するパス seqの記事集合とし，その最大値を seqの

評価値とする．最後に，評価値が最大になる seqの記

事集合を HTML 文書の記事集合にする．

4 実験結果と考察

本研究で考案した手法を用いて，実際の Webペー

ジに対し RSSの生成をおこなった．独自に収集した，

記事を持つ Webページ 10,340ページからランダムに

500ページを選び，人手で評価した．

4.1 実験結果

各ページ毎の抽出結果を表 1に示す．ページ内に含

まれるすべての記事が抽出できたページ以外は不備の

原因別に集計した．本来よりも大きな記事が抽出され

た場合の多くは，記事集合の決定の際に DOM ツリー

上で本来の記事よりもより根ノードに近いものが選択

されたためであった．抽出された記事の数は表 2に示

す．再現率は 79.5%，適合率は 88.1%であった．

表 1　ページ毎の抽出結果の内訳
結果 ページ数 割合

正しく抽出できた 326 65.2
抽出漏れの記事があった 29 5.8
本文が途中で切れていた 47 9.4
本来よりも大きな記事が抽出された 42 8.4
記事ではないものが抽出された 56 11.2

表 2　記事の抽出精度
人手で得られた記事の総数 5245
記事として抽出した数 4738
実際に記事であった数 4172

4.2 考察

すべての記事が抽出できたページ数の割合はあまり

高くなかった．これは，ほとんどの記事は正しく抽出

できているにもかかわらず，1，2記事ほど抽出が不完

全であるページが多かったためである．特に，本文が

途中で切れている例が目立ち，文章に行間を持たせる

ために多めに改行している記事に対してよく発生して

いた．タイトルと本文の改行は区別して重み付けをす

ることでこの問題を解決できると考える．

5 まとめ

今後の課題として精度の向上が上げられるが，抽出

の誤りに特定の突出した原因は見られなかった．した

がって，現在の手法を大きく変えずに精度を大幅に上

げることは難しいと考えられる．今後，文書の構造の

みならずテキストの意味処理に関する処理もあわせて

おこなう必要があると考えられる．
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